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〈特集〉全国輸出入コンテナ貨物流動調査の概要（水島港）
輸出コンテナ貨物 H30年

【荷主】

岡山県内

4位以下

港　名
神戸港
水島港
大阪港
その他

59,691
56,422
3,995
10,862

貨物量

130,970

【船積港及び仕向国】

注）本取扱量は平成30年１１月１日から１１月３０日までの１ヶ月の取扱量です。

単位：フレートトン 単位：フレートトン

港　名

名古屋港

北九州港

横浜港
福山港
下関港

東京港

博多港
浜田港
境港
広島港
計

3,054
1,707
1,424
1,210
1,136
902
642
374
253
160

10,862

貨物量

神戸港

神戸港合計

【船積港】 仕向国
東アジア

韓国
台湾
中国

16,934
1,648
3,698
10,851

香港・マカオ 737
東南アジア 13,842

インドネシア 1,762
シンガポール 810
タイ 4,833

フィリピン 1,441
マレーシア 2,865
ベトナム 2,131

他アジア
ヨーロッパ
北アメリカ

5,061
13,847
7,758

その他 2,249
59,691

総計

59,691
うち国際フィーダー

※H25年は61.8%

※H25年は
96,904

2,442

45.6%

水島港

水島港合計

【船積港】 仕向国
東アジア

韓国
台湾
中国

32,845
7,914
8,902
15,837

香港・マカオ 192
東南アジア 11,533

インドネシア 2,078
シンガポール 314
タイ 3,266

フィリピン 728
マレーシア 1,554
ベトナム 3,593

他アジア 4,582
その他 7,462

56,422

総計

56,422

※H25年は27.5%

43.1%

大阪港

大阪港合計

【船積港】 仕向国
東アジア
東南アジア
他アジア
その他

1,611
650
607

1,127
3,995

総計

3,995

※H25年は3.9%
3.1%

その他

その他合計

【船積港】 仕向国
東アジア
東南アジア
他アジア
その他

5,236
1,434
1,073
3,119
10,862

総計

10,862

※H25年は6.7%
8.3%

　
平
成
30
年
11
月
の
１
ヶ
月
間
に
、岡
山

県
内
で
生
産
・
消
費
さ
れ
る
貨
物（
以

下
、県
内
貨
物
と
い
う
。）に
つ
い
て
の

動
向
を
５
年
ご
と
に
調
査
す
る「
全
国

輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
流
動
調
査
」が
、

国
土
交
通
省
港
湾
局
計
画
課
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
水
島
港
を
利
用
し
て
い
る
の
は
大
半

が
県
内
の
荷
主
で
あ
り
、輸
出
で
は
、船

積
港
及
び
仕
向
国
別
に
、ま
た
輸
入
で

は
、原
産
国
及
び
船
卸
港
別
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、県
内
地
図
で
は
市

町
村
ご
と
の
輸
出
入
に
お
け
る
水
島
港

利
用
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、輸
出
入
別
に
み
て
い
く
と
、輸

出
に
つ
い
て
は
、県
内
貨
物
の
う
ち
48
・

７
％
が
阪
神
港
利
用
、43
・
１
％
が
水
島

港
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、水
島
港

の
利
用
率
は
前
回（
平
成
25
年
）の
27・５
％

か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。地
域

別
に
見
る
と
県
東
部
を
中
心
に
、90
％
以

上
が
阪
神
港
を
利
用
す
る
市
町
も
依
然

と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
、輸
入
に
つ
い
て
は
、県
内
貨
物

の
う
ち
57
・
５
％
が
阪
神
港
利
用
、38
・

６
％
が
水
島
港
利
用
と
な
っ
て
お
り
、

水
島
港
利
用
率
は
前
回（
平
成
25
年
）の

34
・
０
％
か
ら
僅
か
な
が
ら
増
加
し
て
い

ま
す
。県
北
部
で
は
、90
％
以
上
阪
神
港

を
利
用
す
る
市
町
が
、ま
た
、県
南
西
部

の
市
町
で
は
、福
山
港
の
利
用
も
目
立

ち
ま
す
。

　
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
県
内
貨
物

の
総
量
は
、輸
出
入
あ
わ
せ
て
32
％
増

加
し
、水
島
港
で
の
県
内
貨
物
の
取
扱

割
合
も
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
て
い

ま
す
。特
に
輸
出
の
増
加
は
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。主
な
要
因
と
し
て
は
、

水
島
港
の
ダ
イ
レ
ク
ト
航
路
が
15
航
路

週
16
便（
平
成
25
年
11
月
）か
ら
19
航
路

週
20
便（
平
成
30
年
11
月
）に
増
加
し
、

利
便
性
が
向
上
し
た
こ
と
や
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
実
施
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、依
然
と

し
て
阪
神
港
か
ら
輸
出
入
さ
れ
て
い
る

県
内
貨
物
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ
の
た
め
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
観

点
か
ら
も
水
島
港
の
さ
ら
な
る
利
用
を

促
進
さ
せ
る
余
地
、可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
、水
島
港
国
際
物
流

セ
ン
タ
ー
㈱
と
連
携
し
て
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
活
動
を
強
化
し
、会
員
企
業
の
皆

様
の
御
協
力
を
頂
き
、引
き
続
き
県
内

貨
物
の
水
島
港
利
用
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

県
内
貨
物
の
水
島
港
利
用
率
上
昇
。

★

43.1%
水島港

UP



★
38.6%
水島港
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〈特集〉全国輸出入コンテナ貨物流動調査の概要（水島港）

輸入コンテナ貨物 H30年

【荷主】

岡山県内

4位以下

港　名
神戸港
水島港
大阪港
その他

109,597
79,267
8,652
7,972

貨物量

205,488

【船卸港及び原産国】

注）本取扱量は平成30年１１月１日から１１月３０日までの１ヶ月の取扱量です。

単位：フレートトン 単位：フレートトン

港　名
4,108
854
738
647
544
531
244
203
79
24

7,972

貨物量

神戸港

神戸港合計

【船卸港】 原産国
東アジア

韓国
台湾
中国

23,460
1,062
2,139
20,227

香港・マカオ 32
東南アジア

ヨーロッパ
北アメリカ

10,423
インドネシア 2,887
シンガポール 193
タイ 2,373

フィリピン 1,433
マレーシア 877
ベトナム 2,660

他アジア 2,639
55,596
14,090

その他 3,389
109,597

総計

109,597

※H25年は59.5%

53.3%

水島港

水島港合計

【船卸港】 原産国
東アジア

韓国
台湾
中国

57,817
10,908
3,560
43,349

香港・マカオ 0
東南アジア 16,219

インドネシア 4,099
シンガポール 95
タイ 6,380

フィリピン 1,721
マレーシア 891
ベトナム 3,033

他アジア 1,463
その他 3,768

79,267

総計

79,267

※H25年は34.0%

38.6%

大阪港

大阪港合計

【船卸港】 原産国
東アジア
東南アジア
他アジア
その他

5,235
1,312
193

1,912
8,652

総計

8,652

※H25年は3.2%
4.2%

その他

その他合計

【船卸港】 原産国
東アジア
東南アジア
他アジア
その他

4,167
1,943
125

1,737
7,972

総計

7,972

※H25年は3.3%
3.9%

【岡山県内貨物量の変化】

輸入
158,226
205,488

輸出
96,904
130,970

平成25年
平成30年

255,130
336,458

計

※H25年は
158,226

32%
UP

UP

名古屋港
北九州港

横浜港

福山港
下関港
東京港

博多港
三島川之江港

境港
広島港

計



　
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
国
土
交
通
省
等
に
対
し
今
年
度

の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。７
月
29
日（
月
）、藤

本
要
望
団
長（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
西
日
本

製
鉄
所（
倉
敷
地
区
）総
務
室
長
）以
下
14
名
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ａ
要
望
団
は
、国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
池
田

次
長
他
８
名
の
幹
部
へ
、ま
た
、７
月
31
日（
水
）に
、岸

要
望
団
長（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
西
日
本
製

鉄
所（
倉
敷
地
区
）総
務
部
長
）以
下
20
名
で
国
土
交

通
省
中
国
地
方
整
備
局
喜
安
副
局
長
他
12
名
の
幹
部

へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
６
日（
火
）に
は
、19
名
か
ら
な
る
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ａ
要
望
団
が
、顧
問
の
橋
本
岳
衆
議
院
議
員
に
同

行
い
た
だ
き
、国
土
交
通
省
本
省
へ
の
要
望
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、藤
本
団
長
が
阿
達
政
務
官
や
高
田
港
湾

局
長
等
に
直
接
要
望
書
を
手
渡
し
、要
望
項
目
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、由
木
審
議
官

等
の
幹
部
に
も
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
直
接
手
渡
し

ま
し
た
。

　
併
せ
て
、衆
参
両
議
員
会
館
に
て
県
選
出
国
会
議

員
の
事
務
所
に
要
望
書
を
持
参
し
、要
望
内
容
の
実

現
に
対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
、水
島
港
の
発
展
の
た
め

要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
総
会
後
、流
通
科
学
大
学
商

学
部
教
授
の
森
隆
行
氏
に「
ア
ジ

ア
物
流
の
現
状
と
地
方
港
の
可

能
性
」と
題
し
て
、ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総会の様子開会挨拶をする伊原木会長

令和元年度ＭＩＴＡ要望書 中国地方整備局での要望活動の様子国土交通省高田港湾局長への要望活動の様子

流通科学大学商学部教授 森隆行 氏

ＭＩＴＡ総会開催報告

 

　
６
月
７
日（
金
）、岡
山
市
内

の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
で

第
22
回
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催

し
、来
賓
、会
員
を
合
わ
せ
て
１

１
１
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
会
の
冒
頭
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
長

と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
伊
原
木

岡
山
県
知
事
は
、「
玉
島
ハ
ー

バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、昨
年

10
月
に
上
部
工
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

据
え
付
け
が
始
ま
り
、バ
ル
ク

専
用
岸
壁
で
あ
る
７
号
埠
頭
が

徐
々
に
そ
の
姿
を
現
し
つ
つ
あ

り
、本
県
と
し
て
も
、本
年
度

は
、荷
役
機
械
の
整
備
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、４
号
ふ
頭
に
、

新
た
に
管
理
棟
の
建
設
も
予
定

し
て
い
る
。今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、水
島
港
の
機
能
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
副
会

長
で
あ
る
三
菱
自
動
車
工
業
株

式
会
社
水
島
製
作
所
の
北
尾
光

教
製
作
所
長
が
議
長
を
務
め
、

顧
問
の
承
認
、役
員
の
改
選
、平

成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、令
和
元
年
度
事
業
計
画

案
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
総
会
を
岡
山
市
内
で
開
催（
２
０
１
９
年
６
月
７
日
）

国
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

MITA要望活動

-5-

要
望
項
目

②
玉
島
東
航
路
の
整
備
促
進

③
備
讃
瀬
戸
航
路
の
航
行
環
境
の
改
善

①
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て
の
整
備
促
進

・
水
島
港
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
早
期
完
成

・
水
島
地
区
と
玉
島
地
区
を
結
ぶ
航
路
の
水
深
12
ｍ
化
の
早
期
事
業
化
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水島への定期コンテナ航路開設２０周年

　

現
在
、水
島
港
の
韓
国
航
路
に
は

７
社
が
就
航
し
て
い
ま
す
が
、興
亜

海
運
㈱【
平
成
11
年
３
月
就
航
】、高

麗
海
運
㈱【
平
成
11
年
５
月
就
航
】の

２
社
が
水
島
港
と
釜
山
港
を
結
ぶ

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
開
設
し
て

今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。８

月
６
日（
水
）に
、岡
山
県
港
湾
課
光

畑
課
長
、倉
敷
市
文
化
産
業
局
三
宅

局
長
、水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー

㈱
三
村
代
表
取
締
役
等
で
両
社
の

日
本
総
代
理
店
で
あ
る
三
栄
海
運

㈱
、高
麗
海
運
ジ
ャ
パ
ン
㈱
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
日
本
通
運
㈱
鵜
木
倉

敷
支
店
長
、中
谷
興
運
㈱
三
宅
専
務

取
締
役
に
も
同
行
い
た
だ
き
、航
路

開
設
20
周
年
を
迎
え
た
お
礼
を
述
べ

る
と
と
も
に
、岡
山
県
知
事
の
感
謝

状
及
び
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

水島港見学会を開催

　

令
和
元
年
８
月
28
日（
水
）に
水
島
港
見
学
会
を
開
催
し
ま

し
た
。県
内
工
業
系
高
校
を
中
心
と
し
た
教
職
員
向
け
に「
玉

島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の“
今”

を
見
る
」と
い
う
テ
ー
マ

で
企
画
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、今
年
１
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
岐
阜
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
㈱
倉
敷
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。最
新
鋭
の
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
ｏ
ｔ
を
駆
使
し
、省
人
化
・
省
力
化
が
進
ん
だ
も

の
づ
く
り
現
場
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
水
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
見
学

し
た
後
、岸
壁
工
事
が
進
む
７
号
埠
頭
を
陸
上
・
海
上
か
ら
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。浚
渫
船
２
隻
が
、巨
大
な
グ
ラ
ブ
バ

ケ
ッ
ト
で
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
浚
渫
を
行
う
様
子
に
、参
加

者
の
方
か
ら
も
大
変
興
奮
し
た
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

教
職
員
向
け
の
開
催
は
今
回
で
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、将
来
の
人
材
育
成
に
携
わ
る
教

職
員
の
方
々
に
、多
様
な
側
面
を
持
つ
水
島
港
へ
の
理
解
を

深
め
、指
導
現
場
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で

開
催
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
が
、水
島
港
の
新
た
な
魅
力
発
見
の
場
、ま
た

学
校
と
企
業
を
結
ぶ
関
係
づ
く
り
の
場
と
し
て
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

先
生
方
に
は
、新
学
期
直
前
の
お
忙
し
い
中
、ご
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内閣府が水島港を視察

高麗海運ジャパン㈱にて

水島港国際コンテナターミナルにおいて

岐阜プラスチック工業において

ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所において

　

令
和
元
年
８
月
20
日（
火
）、総
合
特
区
・
専

門
家
評
価
に
係
る
専
門
家
委
員
で
あ
る
岡
部

美
砂
和
歌
山
大
学
准
教
授
及
び
内
閣
府
地
方

創
生
推
進
事
務
局
職
員
３
名
に
よ
る
水
島
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
総
合
特
区
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
総
合
特
区
で
は
、様
々
な

規
制
緩
和
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
は
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本
製
鉄
所
に
お
い
て
、

車
両
重
量
規
制
の
緩
和
に
よ
り
実
現
し
た
重

量
物（
分
割
可
能
貨
物
）の
ト
レ
ー
ラ
へ
の
積
込

状
況
に
つ
い
て
、ま
た
、回
送
運
行
許
可
番
号
標

の
後
面
への
取
付
免
除
を
受
け
た
三
菱
自
動
車

工
業
㈱
の
完
成
車
回
送
運
行
の
状
況
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、岡
山
県
水
島

港
湾
事
務
所
の
船
舶
に
乗
船
し
、海
上
か
ら
水

島
港
の
概
況
や
錨
泊
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
指

定
錨
地
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。最
後
に
委
員

か
ら
は
、生
産
効
率
の
向
上
な
ど
が
着
実
に
図

ら
れ
て
い
る
、な
ど
と
いっ
た
総
評
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
よ
り
、関
係
者
に
水
島
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
実
情
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、更
な
る
規
制

緩
和
措
置
の
獲
得
に

向
け
た
提
案
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
岡
山
県
産
業
振
興

課
／
港
湾
課
／
倉
敷

市
水
島
港
振
興
室
）
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港内シフトの運航ルールを策定

港
内
航
路
の
航
行
に
つ
い
て
は「
航
路

横
断
」に
な
り
、管
制
信
号
は
か
か
り

ま
せ
ん
。港
内
航
路
航
行
船
舶
が
優
先

で
あ
る
た
め
、港
内
航
路
を
横
断
す
る

シ
フ
ト
船
に
つ
い
て
は
、港
内
航
路
航

行
船
舶
が
な
い
と
き
に
横
断
す
る
必
要

が
あ
り
、水
島
港
Ｖ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

が
運
航
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、パ
シ
フィ
ッ
ク
グ
レ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
桟
橋
か
ら
玉
島
地
区
へ
の
航
行
経

路
に
つ
い
て
は
、一
部
港
内
航
路
を
航
行

す
る
た
め
、離
岸
後
港
内
航
路
を
出
航

す
る
ま
で
は
現
状
と
同
様
に
備
讃
マ
ー

チ
ス
の
管
制
信
号
の
も
と
航
行
す
る
こ

と
と
な
り
、港
内
航
路
を
出
航
後
は
、

玉
島
地
区
着
岸
ま
で
水
島
港
Ｖ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
セ
ン
タ
ー
の
運
航
調
整
の
も
と
航
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

玉
島
地
区
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
輸
送
の
際

に
は
、水
島
港
Ｖ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
か

ら
水
島
玉
島
航
路
〜
玉
島
外
貿
１
号

埠
頭
の
約
１
時
間
の
行
き
会
い
禁
止

時
間
に
つ
い
て
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、港
内
シ
フ

ト
船
に
つ
い
て
も
同
様
に
情
報
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
令
和
元
年

８
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
水
島
港
海
上

交
通
安
全
対
策
委
員
会（
港
内
委
員

会
）に
諮
り
、了
解
を
得
ま
し
た
の
で
、

港
内
シ
フ
ト
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
追
加

し
た「
水
島
港
運
航
調
整
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」に
基
づ
き
、引
き
続
き
水
島
港
の

航
行
安
全
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
）

❶ 

は
じ
め
に

　
平
成
30
年
度
よ
り
玉
島
外
貿
１
号

埠
頭
に
パ
ナ
マッ
ク
ス
船
で
の
ダ
イ
レ
ク

ト
輸
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、玉
島

地
区
に
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
の
入
出
港
が

あ
る
際
に
は
、平
成
29
年
９
月
に
策
定

し
た
水
島
港
運
航
調
整
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
り
、水
島
港
Ｖ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
の

運
航
調
整
の
も
と
、水
島
港
の
利
用
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、安
全
な
航
行

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
度
、大
型
船
舶
で
よ
り
効
率
的

な
輸
送
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、パ
ナ

マッ
ク
ス
船
を
対
象
船
型
と
し
た
港
内

で
の
２
バ
ー
ス
連
携（
以
下「
港
内
シ
フ

ト
」と
記
載
）が
可
能
と
な
る
よ
う
既

存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
港
内
シ
フ
ト
の

運
航
ル
ー
ル
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

❷ 

港
内
シ
フ
ト
の
ル
ー
ル

　
水
島
港
に
は
大
き
く
分
け
て
、第
六

管
区
海
上
保
安
部
備
讃
瀬
戸
海
上
交

通
セ
ン
タ
ー（
備
讃
マ
ー
チ
ス
）に
よ
る

管
制
信
号
に
よ
り
航
行
を
行
う
港
内

航
路
と
、水
島
港
Ｖ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

が
行
う
運
航
調
整
に
よ
り
航
行
す
る

航
路
が
あ
り
ま
す
が
、港
内
シ
フ
ト
船

に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
の
航
路
も
航
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、港

内
シ
フ
ト
船
が
管
制
信
号
に
従
え
ば

良
い
の
か
、運
航
調
整
に
よ
る
航
行
を

行
え
ば
良
い
の
か
を
運
航
ル
ー
ル
に
明

記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
水

島
地
区
か
ら
玉
島
地
区
へ
の
港
内
シ
フ

ト
船
に
つ
い
て
は
、回
頭
後
に
水
島
玉

島
航
路
に
入
航
す
る
ま
で
に
港
内
航

路
を
航
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

瀬戸埠頭桟橋⇔玉島地区

パシフィックグレーンセンター桟橋⇔玉島地区

港内シフト時回頭位置

追加する港内シフトルールの範囲

PGC桟橋

瀬戸埠頭桟橋

玉島外貿1号埠頭

玉島HI7号埠頭

玉島地区

水島地区
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水島港の定期コンテナ航路等の紹介

山九株式会社 岡山支店 業務グループ
【船舶代理店関係/港運係】　　　　  〒712-8051  岡山県倉敷市中畝1-7-23／TEL.086-455-8133 / FAX.086-455-8167

【国際輸送課】TEL.086-523-0203 / FAX.086-523-0404（通関・フォワーディング・国際営業）
【代 理 店 課】TEL.086-523-0204 / FAX.086-523-1755（船社代理店関係）

【通関課】TEL.086-522-6492（輸出入通関）
【営業課】TEL.086-522-7600（貨物取扱全般）

【海務課】TEL.086-523-5551（船社代理店・CY）
【倉庫・陸運課】TEL.086-522-6494（倉庫・配送）

【オペレーション課】TEL.086-523-0223 / FAX.086-523-1471（作業関係）
【海　運　課】TEL.086-523-0205 / FAX.086-523-1471（港湾荷役・倉庫・配送）

【通関・輸出入乙仲関係/輸出入係】　〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／水島港国際コンテナターミナル4F　TEL.086-525-0039 / FAX.086-525-5139

■お問い合わせ先

株式会社 上組 玉島支店港運課
〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-1／TEL.086-525-8670 / FAX.086-525-0890 ホームページアドレス　http://www.kamigumi.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.sankyu.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.nittsu.co.jp/

ホームページアドレス　http://www.nakatani-grp.com/koun/

中谷興運株式会社 玉島支店
〒713-8103　岡山県倉敷市玉島乙島新湊8262-2（玉島ハーバーアイランド内）／TEL.086-522-6321㈹ / FAX.086-522-6631

〒713-8103  岡山県倉敷市玉島乙島新湊8259-15（玉島ハーバーアイランド内）

日本通運株式会社 水島海運支店

今号の表紙／水島港国際コンテナターミナル全景

◆外貿定期コンテナ航路（2ヶ国1地域18航路 19便/週）◆ 2019年9月末現在

曜日

月

火

水

木

金

土

航路名

大連

韓国

韓国

韓国

大連

上海

福州

上海

韓国

韓国・中国

台湾

韓国

韓国

韓国

韓国

上海

上海

韓国

韓国

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

山九㈱岡山支店

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店

日本通運㈱水島海運支店/中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

中谷興運㈱

山九㈱岡山支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

中谷興運㈱

日本通運㈱水島海運支店

ワンハイラインズ㈱
Wan Hai Lines Ltd. 大阪→水島→福山→広島→門司→台北→台中→高雄→香港→大阪

（木） （水） （木） （土）（火）

大連→青島→伊万里→福山→水島→高松→広島→三田尻中関→大連→青島
（木） （土） （土）（土） （火）

天津新港→大連→青島→福山→水島→広島→細島→志布志→寧波→上海
（火） （金）（金）（木） （月） （土）

釜山→水島→松山→今治→三島川之江→岩国→大竹→釜山
（月）（土・日） （土）

浦項→蔚山→釜山→大阪→神戸→水島→福山→広島→浦項
（金）（木・金） （木・金）（火）（金・土）

釜山→三島川之江→水島→福山→高松→大竹→岩国→釜山
（火）（日・月） （土・日）

上海→福山→水島→高松→広島→岩国→上海
（土） （火） （土）

厦門→江陰→福州→水島→大阪→横浜→東京→名古屋→福州→厦門
（木） （木）（火） （火）（金） （金・土）

寧波→上海→伊万里→福山→水島→広島→志布志→天津 新港→大連→青島
（金） （火）（土） （金）（木）（火）

釜山→細島→志布志→大阪→水島→大分→宇部→釜山
（土・日） （土・日）（木）

上海→寧波→釜山→門司→三島川之江→広島→水島→門司→博多→釜山→蔚山
（火・水）（水・木） （水）（土） （土）（土）

釜山→広島→神戸→大阪→高松→水島→蔚山→釜山
（月） （金）（木） （土・日）

釜山→徳島→福山→高松→水島→松山→釜山
（火） （金） （日）

上海→三田尻中関→水島→福山→広島→徳山下松→上海
（火） （金） （火）

上海→福山→水島→三島川之江→広島→大分→上海
（火） （金） （火）

釜山→三島川之江→水島→広島→徳山→釜山
（水・木） （土・日）（金）

釜山→神戸→大阪→水島→釜山→仁川→釜山
（土） （日） （水・木）（月・火）（水・木）

釜山→広島→福山→水島→釜山
（土）（木） （日・月）

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd

南星海運㈱
Namsung Shipping Co.,Ltd

興亜海運㈱
Heung-A Shipping Co.,Ltd.

天敬海運㈱
C.K.Line Co.,Ltd.

長錦商船㈱
Sinokor Merchant Marine Co.,Ltd

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

汎洲海運㈱
Pan Continental Shipping Co.,Ltd.

南星海運㈱/天敬海運㈱
Namsung Shipping Co.,Ltd/C.K.Line Co.,Ltd.

釜山→今治→松山→三島川之江→水島→釜山
（月） （水） （木）興亜海運㈱

Heung-A Shipping Co.,Ltd.

カメリアライン㈱
Camellia Line Co.,Ltd.

神原汽船㈱
Kambara Kisen Co.,Ltd

吉舟船務有限公司
Ji Zhou Shippinng Co.,Ltd.

民生輪船有限公司
Minsheng Shipping Co.,Ltd.

長錦商船㈱
Sinokor Merchant Marine Co.,Ltd

高麗海運㈱
Korea Marine Transport Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

◆内貿定期コンテナ航路（4航路 9便/週）◆
曜日

火木土

月木土

火木

木

航　路
㈱ユニエックス
Uni-x Coporation 神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

神戸→水島→神戸

那覇→呉→三島川之江→水島→高松→新居浜→那覇

井本商運㈱
Imoto Lines ,ltd

オリエント オーバーシーズ コンテナラインリミテッド 日本支社
Orient Overseas Container Line Ltd Japan Branch

南日本汽船㈱
Minami Nippon Kisen Co.,Ltd.

航　路 代理店船　　社

神戸

神戸

神戸

沖縄

中谷興運㈱

㈱上組玉島支店

㈱上組玉島支店

日本通運㈱水島海運支店

MITA（水島ポートニュース）ホームページアドレス
http://www.optic.or.jp/MITA/ 携帯からはこちら

▲ ▲
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